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第5回 宮崎県河川整備学識者懇談会
＝環境調査の結果とりまとめ＝

資料-1

１．調査の概要

２．調査結果の概要（カヤネズミ）

３．調査結果の概要（生物相）

４．河川環境の特徴

開催日 ：平成27年3月23日 13:30～16:00

開催場所：宮崎県企業局庁舎1階 県電ホール
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1.調査の概要

（1）調査の目的・内容
■事業区域の生物環境の現状把握及び事業が生物環境に及ぼす影響の有無・程度を把握するための生物の生息
分布調査を行なう。

■水系ごとの河川整備基本方針・整備計画立案において、河川環境の現状と課題の把握、整備と保全の方針検
討のための基礎資料とする。

（2）調査のポイント
■河川整備はレベル１津波対策としての堤防の嵩上げ、液状化対策、水門等工事が中心となるため、各河川の河
口域や干潟を対象に重点的に調査を行なう。

■調査対象は、魚類、底生動物、鳥類、植物およびカヤネズミ等とし、四季調査を行なう。

＜現地調査時期＞ ＜現地調査手法＞

今回報告範囲（全季） 今回報告範囲（全季）

今回データ追加

報告済み
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2.調査結果の概要 （カヤネズミ）

(1)カヤネズミ （宮崎県RDB 準絶滅危惧）
• 全季の生物調査にあわせて、補足的にカヤネズミ及びその球巣の確認調査を行なった。
• 調査の結果、細田川において球巣が確認された。
• その他の13河川では未確認であった。

カヤネズミはイネ科植物（ヨシ、オギ等）の茎に球巣を作って生
息し、冬は地表の堆積物や地下に掘った坑道で過ごす。
(出典）川の生物図典 財団法人リバーフロント整備センター編

＜13河川で生息が確認されなかった主な要因＞

• 調査対象地は汽水域であり、ヨシ原が干満により水没と干出を
繰り返す環境であること。

• 草刈等の人為的改変があること。 等
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2.調査結果の概要 （カヤネズミ）

瓜倉橋上流

(2)細田川での確認状況
• 細田川中流3ｋ400付近の左岸高水敷でカヤネズミの球巣が確認された。
• 球巣は、平常時水面から比高1.5ｍ程度の高水敷上のススキ群落の中で確認された。
• ススキ群落の背丈は1.5ｍ程度であった。
• 確認された場所は人の手が入っていない（草刈等を行なった形跡がない）場所であった。
• 周辺の草刈等が行なわれていると思われる場所では確認されなかった。

球巣確認場所

球巣確認場所
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3.調査結果の概要（生物相）
（1） 生物相の調査結果（全季）
全季の調査結果について、最も基本的な情報となる生物種リストをもとに出
現種数と重要種数について河川ごとに整理した。
なお、河川比較は事業区域となる河口域（汽水域）の調査結果を対象とした。

（注） 五十鈴川の魚類種数は、H25河川水辺の国勢調査に基づく

熊野江
川

沖田川 鳴子川 五十鈴
川

塩見川 赤岩川 新別府
川

清武川 加江田
川

伊比井
川

宮浦川 風田川 細田川 福島川

魚類
（重要種数）

48
（7）

44
（6）

32
（5）

21
（3）

14
（3）

15
（1）

29
（0）

57
（10）

44
（7）

10
（2）

12
（3）

25
（3）

49
（7）

62
（10）

底生動物
（重要種数）

125
（30）

84
（20）

70
（22）

67
（14）

37
（10）

15
（2）

68
（7）

84
（24）

79
（25）

26
（3）

34
（2）

42
（3）

72
（14）

97
（21）

鳥類
（重要種数）

37
（2）

56
（4）

35
（2）

41
（5）

56
（5）

38
（3）

51
（5）

77
（11）

62
（7）

27
（1）

31
（1）

45
（7）

41
（5）

76
（12）

植物
（重要種数）

241
（4）

269
（5）

169
（2）

247
（0）

253
（9）

169
（3）

168
（0）

301
（5）

346
（8）

84
（1）

138
（1）

185
（1）

150
（2）

353
（7）

個別の河川別に見る
と、他の水系の平均的
な確認種数と同程度と
なっている。
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3.調査結果の概要（生物相）
（2） 生物相の出現状況（確認種数）

• 魚類と底生生物は、河川別にその出現種数の傾向が類似している。（魚類種数の多い河川では底生動
物種数も多い）

• 鳥類は、河川別の出現種数にあまり大きな差は生じていない。

• 生物出現種数は総じて、赤岩川、伊比井川、宮浦川で少ない。これらの河川は、河口閉塞により河口
域の滞留化や干潟・湿地が少ない現状にある。

• 風田川も河口閉塞傾向にあり、総じて生物出現種数は少ないが、面的には小さいものの草地や湿地の
ほか、砂丘植物群落や塩沼植物群落等の多様性が見られる。

• 新別府川は一ツ葉防潮堰で水域が分断されているが確認種数は比較的多い。現地調査範囲を堰上下
流としたため、堰上流の淡水域と下流の汽水・海水域の双方の生物種が含まれている。（淡水魚：オイ
カワ等6種、底生動物：タケノコカワニナ等7種）

河川別 生物別
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3.調査結果の概要（生物相）
（3） 生物相の出現状況（重要種）

• 重要種の出現状況も、魚類と底生動物は河川別の出現種数の傾向が類似している。

• 重要種の出現種数も総じて、赤岩川、伊比井川、宮浦川で少ない。

• 新別府川では、魚類と植物の重要種は未確認である。単調な環境を反映していると考えられる。

• 風田川では、水域は単調となっているが、アカショウビン、サンショウクイ、オオルリ等樹林地に依存する
鳥類が多く見られる。

• 清武川、加江田川及び福島川は、普通種・重要種を含め、特に生物相が豊かである。これらの河川に
は干潟・湿地・草地等の多様な環境が面的にも広い範囲に存在する。

• 熊野江川は特に底生動物相が多様である。当該河川がタイプ産地のクマノエミオスジガニが特筆される。

• その他、沖田川、鳴子川、五十鈴川、塩見川、細田川は、普通種・重要種を含め相対的に生物相は豊
かである。

河川別 生物別



熊野江川 沖田川 鳴子川 五十鈴川

代表的
景観

生物生息
生育場

• ヨシ原が混在する塩性湿地
• 山際に接し川幅が少し広
がった空間にはアイアシ群
落やシオクグ群落、ナガミ
ノオニシバ群落等の塩沼
植物群落が複雑に入り組
んだ多様なハビタットが形
成されている

• 干潟、ヨシ原、草地等へと
つながるエコトーン

• ヨシ群落やシオクグ群落、
ケカモノハシ群落やハマゴ
ウ群落等が縦断的に分布
し、抽水植物から塩沼植物、
砂丘植物へと汽水域の植
生変化が見られる

• 水際が護岸で固められ単
調である

• 比較的平坦な河床
• 干潟や砂礫地等が形成さ
れ、底質も砂・礫等様々な
材料で構成

• 鳴子川の由来となった水
神様が祀られている中州

• 比較的平坦な河床
• 広い水面域と干潟の分布
• 水際部にはナガミノオニシ
バ群落やヨシ群落が分布
し、標高が高い場所にはス
スキ群落が分布している

• 河道と海岸の間に配置さ
れたクロマツ林

生息生物

• 多様な生物相
（特に、底生動物相）

• クマノエミオスジガニは当
該河川がタイプ産地であり、
またアリアケモドキ属の3種
が共存する極めて希少な
生息環境

• 多様な生物相
（特に、植物相）

• 市民ボランテｲアによる保
全・再生活動のもとで形成
されたハマボウ群落

• 冬季は、カモ類等が越冬
地として集団利用

• 多様な生物相
（特に、底生動物相）

• 冬季は、カモ類等が越冬
地として集団利用

• 多様な生物相
（14水系の平均的状況）

• 冬季は、カモ類等が越冬
地として集団利用

河川環境 • 豊かな生物相を育む河川
• 希少な生息環境を有する
河川

• 豊かな生物相を育む河川
• 市民に親しまれる河川

• 豊かな生物相を育む河川 • 豊かな生物相を育む河川

今後の河川環
境のあり方

現状の維持 現状の維持 現状の維持
（エコトーンの形成）

現状の維持

8注）生物に関する記述は、H26年度に実施された14水系の河口域での現地調査結果（魚類、底生動物、鳥類、植物）に基づいた。

4.河川環境の特徴 （本文の自然環境に係る事項に反映させた）



塩見川 赤岩川 新別府川 清武川

代表的
景観

生物生息
生育場

• 広範囲の干潟、ヨシ原
• ヨシ原にはアイアシ群落や
シオクグ群落等の塩沼植
物群落が複雑に混在し多
様な湿地環境を形成

• 自然の営力による河口閉
塞と流れの滞留化

• 水域・水際部における生息・
生育環境の変化に乏しい

• 面積は小さいもののヨシ原
や草地、砂丘等の多彩な
環境

• 砂丘植物群落の形成

• 人工的改変による防潮堰
上下流の淡水域・汽水域
の分断

• 水域・水際部における生息・
生育環境の変化に乏しい

• 広大な河川空間、海岸砂
丘や干潟、湿地、ワンド、
砂礫帯、草地等様々な環
境がモザイク状に混在した
多様な環境

• ヨシ群落、セイタカヨシ群落、
オギ群落等で構成される
広い湿地

生息生物

• 多様な生物相
（特に、植物相）

• 水域のコアマモ群落はアカ
メ等魚類の生育場

• 干潟、ヨシ原は多くの甲殻
類が利用しこれらを捕食す
る鳥類等の生息場

• 冬季は、カモ類等が越冬
地として集団利用

• 生物相の単調化傾向
• 砂丘はコアジサシの営巣
地として利用

• 生物相の分断と単調化傾向
• 冬季は、カモ類等が越冬
地として集団利用

• 多様な生物相
（全ての生物群で多様）

• 干潟や湿地、浅場は、チュ
ウサギやコサギ、シロチド
リ、ミサゴ等が餌場として
利用

河川環境 • 豊かな生物相を育む河川 • 生物相の単調な河川 • 生物相の分断、単調な河川 • 豊かな生物相を育む河川

今後の河川環
境のあり方

現状の維持 生物多様性の観点から、良好
な河川環境の保全に努める
（エコトーンの形成）

生物多様性の観点から、良好
な河川環境の保全に努める
（上下流の連続性改善）

現状の維持
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4.河川環境の特徴 （本文の自然環境に係る事項に反映させた）

注）生物に関する記述は、H26年度に実施された14水系の河口域での現地調査結果（魚類、底生動物、鳥類、植物）に基づいた。



加江田川 伊比井川 宮浦川 風田川

代表的
景観

生物生息
生育場

• 広い水域や干潟、ヨシ原、
草地、樹林地等につながる
エコトーン

• 汽水域縦断方向の抽水植
物～塩沼植物～砂丘植物
への植生変化。

• 原生的な照葉樹林が残さ
れた双石山（国の天然記
念物）、加江田渓谷

• 自然の営力による河口閉
塞と流れの滞留化

• 水域・水際部における生息・
生育環境の変化に乏しい

• 自然の営力による河口閉
塞と流れの滞留化

• 水域・水際部における生息・
生育環境の変化に乏しい

• 限られた水際の浅場に塩
沼植物群落が形成

• 自然の営力による河口閉
塞と流れの滞留化

• 水域・水際部における生息・
生育環境の変化に乏しい

• 面積は小さいが河口部砂
丘、水際のヨシ原、草地、
河畔林（河岸林）等の多様
性

生息生物

• 多様な生物相
（全ての生物群で多様）

• 水域のコアマモ群落やヨシ
原が分布する浅場はアカメ
等魚類の良好な生息場

• 冬季は、カモ類等が越冬
地として集団利用

• 生物相の単調化傾向 • 生物相の単調化傾向 • 生物相の単調化傾向
• 河口域から山地渓流域ま
での広範囲で見られる、ア
カショウビンやサンショウク
イ、オオルリ等多様な鳥類
相

河川環境 • 豊かな生物相を育む河川 • 生物相の単調な河川 • 生物相の単調な河川 • 生物相の単調な河川

今後の河川環
境のあり方

現状の維持 生物多様性の観点から、良好
な河川環境の保全に努める
（エコトーンの形成）

生物多様性の観点から、良好
な河川環境の保全に努める
（エコトーンの形成）

生物多様性の観点から、良好
な河川環境の保全に努める
（エコトーンの形成）

10注）生物に関する記述は、H26年度に実施された14水系の河口域での現地調査結果（魚類、底生動物、鳥類、植物）に基づいた。

4.河川環境の特徴 （本文の自然環境に係る事項に反映させた）
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細田川 福島川

代表的
景観

生物生息
生育場

• 河川空間の中に海岸砂丘
や干潟、砂礫帯、ヨシ原等
多様な環境形成

• 河口域で３川が合流し、広
い水面域や干潟、湿地等
の多様な生息環境を形成

• 天神川では、樋管を介した
特殊な塩性湿地が成立

• 山間部のイスノキ・ウラジ
ロガシ群落のような自然度
の高い植生、赤池渓谷

生息生物

• 多様な生物相
（14水系の平均的状況）

• 冬季は、カモ類等が越冬
地として集団利用

• 多様な生物相
（全ての生物群で多様）

• 河口部のアカメをはじめ多
くの重要種の生息

• 冬季は、カモ類等が越冬
地として集団利用

河川環境 • 豊かな生物相を育む河川 • 豊かな生物相を育む河川
（河口域で３川が合流）

今後の河川環
境のあり方

現状の維持 現状の維持

注）生物に関する記述は、H26年度に実施された14水系の河口域での現地調査結果（魚類、底生動物、鳥類、植物）に基づいた。

4.河川環境の特徴 （本文の自然環境に係る事項に反映させた）


